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メルマガ３月（6５号） ＜連載＞ 全国協議会がめざすもの 第６回 

 

総合型地域スポーツクラブの役割とは 

 
 

１．スポーツ界における総合型地域スポーツクラブの位置付け 
昨年、文部科学省より「スポーツ立国戦略」が発表され、その重点施策のひとつとして総合型地

域スポーツクラブの強化とさらなる発展が示されました。我々関係者といたしましては、大変喜ば

しく嬉しい反面、今まで以上に重責を担うことになり身が引き締まる思いであります。 
 過去、永年にわたり日本のスポーツ界は、よく言われる学校体育と企業スポーツの枠組みで発展

してきたことは否定するものではありません。しかし、その枠組み自身に制度疲労がおこり現在多

くの課題を抱えているのも現実だと思います。 
 そのような日本のスポーツ環境の中で、総合型地域スポーツクラブは既存組織を補完しながら、

さらに地域とスポーツを密着させスポーツ界全体と地域の活性化を支える、新しいスポーツインフ

ラとしての役割が期待されていることは言うまでもありません。本年は、いよいよ具体的なスポー

ツ界の改革を一歩前に進める年となるのではないかと感じております。 
 
全国で活躍している 3,114 のクラブは、個性があり地域性を含め大変特徴を持ったクラブが日々

活動をしております。今後もその地域性や特性・理念に基づき、さらなる発展を目指して運営がな

されることと思います。そして、今後の総合型地域スポーツクラブの大きなテーマとしては、事業

面や広報面での強化はもちろんですが、競技団体や既存組織との良好な連携づくりと地域でその下

支えをしていく重要な課題があると考えます。 
特に、地域で健康維持管理を目指して運動したい人の受け皿から競技性を目指すアスリートの養

成と、さらには文化面とも連携しながらの地域コミュニテイづくりまで、多種多様幅広い活動が期

待されているところと考えます。 
 
２．総合型地域スポーツクラブの地域社会での役割 

スポーツは地域コミュニテイづくりの大変重要なソフトであることは間違いありません。スポー

ツの様々な達成感や爽快感・感動の共有化等に言葉や説明は要りません。その場での体験・体感を

共有することが大変重要で、子供から大人までの地域社会教育の観点からも意義深い点が多々ある

と思います。 
しかし、残念なことは、スポーツを愛好し熱心に活動をしている我々自身がマニュアック的にな

ってしまっていないだろうか。あまりにも熱心さにかまけて、他の種目やスポーツ以外の地域団体

や行政・経済界等との連携・協働が欠けているのではないかと思う時があります。 
やはり、国民一人ひとりがスポーツに、より関心や興味をもって貰い、地域で少しでもスポーツ

活動の実践と、今まで以上に応援・協力してもらう活動を総合型地域スポーツクラブが率先して推

進すべきだと考えます。 
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３．総合型地域スポーツクラブのスポーツ界での役割 

一方、現在のスポーツ界は、競技団体・学校体育・学校部活動・企業スポーツ・地域社会体育・

生涯スポーツ・独立スポーツ団体連盟等々様々な組織が日夜活動を行っているものの、其々がその

団体のともすれば範疇のみでの活動となっており、地域社会においてスポーツファミリーとなって

おらず、社会への訴求度は低いのが現状であると思います。スポーツ界において、トップスポーツ

の強化から地域社会への普及・浸透において、まだまだ力が結集されていく余地があるように思い

ます。総合型地域スポーツクラブの役割はまさにそこにあると考えます。 
 
そして、「新しい公共」という古くて新しい概念が発表されました。スポーツ界が一体となって国

民に貢献できる体制作りが急がれる時となりました。そのキーワードは「地域」だと考えます。前

述の各団体が其々の活動をより活性化させることはもとより、総合型地域スポーツクラブとしても

諸団体と積極的・有効的・機能的に連携協働させて頂くことで、より良いスポーツ環境ができるも

のと確信しております。その点でも継続して各クラブが、今まで以上に日本のスポーツ界の一員と

して自覚し精進努力するべきだと考えます。 
 

４．全国協議会がめざすもの 

全国の総合型スポーツクラブの活動を支え纏める総合型地域スポーツクラブ全国協議会は、ます

ます活動を充実させていかねばならないと考えます。 
 まず、第一に将来展望やヴィジョンを明確に示すこと、第二に全国の各総合型クラブの個性や特

徴をさらに生かせる方法を提案すること、第三に全国協議会自体が会議体のみならず事業的視点に

たった企画・立案・実践を行うこと、第四に総合型スポーツクラブの認知度向上のため広報活動を

より強化充実させること、が急がれるテーマだと考えます。今後より一層関係者が一致団結し、上

記テーマを念頭に置きつつ強固なネットワーク作りを推進していくことが全国協議会の大きな使命

であることから、本年に入り常任幹事会内に３つの検討部会を設けましたので、全国各地の実情を

迅速に協議会に反映させるため、これまでにも増して積極的に取り組んでいくこととしております。

関係する皆様のさらなるご理解ご協力を今後とも宜しくお願い申し上げます。 
 
最後に、このたび東北地方太平洋沖地震におきまして、被害にあわれた皆様に心よりお見舞い申

し上げるとともに、犠牲になられた方々とご遺族の皆様に対し、深くお悔やみを申し上げます。 
 

桑田健秀（総合型地域スポーツクラブ全国協議会副幹事長） 

 


